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A, 委員 長 は 本 会 を 代表 し , 委員 は 会 の 運営 に 当る . 幹事 は 会 の 事務 を 分 担 する 
5. BENEALMAKL, 少な く と る 年 1 回 開催 する 総会 の 成立 は 普通 会 員 VS ALONE 
する . tes 
6. SAGEEAA, WISASIURISALL, 会 費 は 普通 会 員 は 年 500 円, RBs) n 
5000 円 以上 と する . | 
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1. AROPAMLRRAFMW EM AMAT 3 < - 

2. 委員 の 選挙 は 普通 会 員 に よる 30 名 連 記 の 通信 選挙 に より , 地球 物理 関係 , 地質 関係 , 地球 化学 
関係 の 各部 門間 に 適正 た 配分 され る よう に 考慮 し て 行なわ れる . 

3. 会 計 年 度 は 4 月 1 日 に 始 つ て 3 月 末日 に 終る . 

4. 会 則 の 変更 は 総会 の 議決 に よる . 


3 お mH Ob 
1. 融和 33 年 5 月 の 総会 で 承認 され まし た 会 員 再 登録 を 実施 し て お り ま す が , 本 会 に 関心 を 持た れ 
る 会 員 で まだ 再 登 録 カ ー ド 未 提出 の 方 は 事務 所 宛 お 送り 下さ い . 


再 登録 され な い 方 は 会 員 の 事務 的 取扱 い を 停止 され ます か ら 宇 急 手続 を お 取 り 下 さい . 
2. 寄生 論文 の 図版 が 不 完全 の 方 が 多い の で す が , その まま 印刷 で きる よう に し て お 出し 下さ い . 
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論説 


焼岳 火山 の 噴気 孔 周 辺 に と お ける 変 朽 現 人 象 に つい て 


東京 大 学 地震 研究 所 小 坂 x 予 
(昭和 34 年 10 月 29 日 発表 , 昭和 35 年 12 月 15 日 受理 ) 


Some Alteration Phenomena in the Voleanic Rocks at the 
Fumaroles, Volcano Yakedake, Prefectures Nagano-Gifu. 


Joyo OssaKA 
Earthquake Research Institute, Tokyo University 


1. The Volcano Yakedake (Prefectures Nagano-Gifu), in Central Japan has been almost 
dormant since 1932, only with weak fumarole activity in and around its summit dome. 

2. Temperature of the fumarole gases, steam vapour with or without a little amount 
of Hs2S and SO:, is not higher than 100°C. 

3. The water in these five craterlets on the summit faintly contains some chemical 
components and in the two of them, some influences of volcanic emanation are found in the 
composition of the water. 

4. In the peripheries of the active fumaroles, some alteration minerals such as halotri- 
chite, alunogen, and natron-alunite, were identified. The former two are mixed with each 
other in various proportion. The chemical transformation of the volcanic rocks in its 
alteration processes is here discussed. 


SI eA ws | 

ES, KAMA OME KLIS, 昭和 6~7 年 (1931~1932 年 ) 頃 そ の 噴火 を 休止 し て 
DK, 今日 まで 頂上 の 噴気 現象 ら み を 残し 比較 的 平穏 な 状態 を 保つ て いる . 山頂 附近 は 含 黒 寺 
SRR ARI OEE ERIE LD Treo SoM, LEATLOCLCNHOE ORS 
2, と これ を お お つて いる 堆積 火山 灰 層 が , 長年 の 噴気 作用 に より , FLS Bie CHEE 
し て いる の が 見 うけ られ る . 今回 は この 硫 気 孔 周 辺 と お ける , KWRBORMC ILO ASAL 
化す る 現象 の 1 例 と し て , この 2 次 生成 物 の 記載 と , 原 岩 よ り の 変質 過程 と に つい て 報告 する . 
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§ 2. 試料 の 採取 点 な ら び に 周囲 の 状況 
焼 哲 頂 上 附近 と 中 尾 峠 北方 の 高地 に は , 第 1 図 に 示す よう に 現在 も 多数 の 噴気 孔 が 分 布 し て 


wan 
* 7 a 
( 
oe 
re 
Vv 
| 
on Oo 100 200 
(ge ee 


oI 
第 1 図 焼岳 山頂 附近 B 
X…… 噴 気孔 IS Vek tb 
WS. これら 噴 気 は , その 混入 ガス の 組成 に より, 1) HS, SO, を と も ゃ に 含む も る の," 2) HS 
の み を 含む も の , 3) それ ら の いづ れ を る 検出 し 得 な いも の の 3 種類 と わけ る こと と が で きる 
また 上 記 3 種 の 噴気 札 の うち , 1) BLO 2) に 属す る も の の 周辺 に は 灰 和 白色 また は 白色 の 恋 
朽 物 が 分 布 し , 3) の 種類 の も の に は 赤色 な いし 赤褐色 の 変 朽 物 が 多く 分 布 し て いる 
一 方 噴気 孔 の 温度 は , 最近 の 調査 で は 100°C を こ を る も の は 全く な く , さ な た 年 々 降下 の 
傾向 を た ど つ て いる が や こと これ まで 同 火 山 を 調査 し た 加藤 鉄 錠 助 EERE, 小穴 進也 ” ら 
ORME BET SL, 第 1 表 や 第 2 図 の ご と く , 約 50 年 以前 に は これ ら の 噴気 札 の ある る 
の は 相当 高温 で あぁ つた こと と が うか が われ る . 
また 頂上 お よび その 近く に ある 5 つの 大 唱 池 の 池 水 の 化学 成分 は , 第 2 表 に その 一 部 を 示し 


* 別 報 に 詳 述 する 予定 
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第 1 表 焼岳 噴気 孔 の 温度 
(1912 年 以降 ) 


wie | seme | PEE | wy ce a 
1912 | 400°SL E 92° 加藤 り 
1932= | 275° 70~80° | 小平 の 
1939 209° = NN 
1940 | 195° = i RD 
1953 94° 54° WN DM 
1958 83° 428 ANG 
第 2 表 焼岳 頂上 附近 火 唱 池 の 化 学 成分 
K 日 池 H fo a RE SO, Fe 
No. | P po mg/l mg/l 
1 3.7 80.3 29.6 le3 1910 1920 1930 1940 1950 1960 
EO ES 49.9 1.9 第 2 図 噴気 孔 温 度 の 1912 年 以降 の 変遷 
3 5.1 Diss none 0.8 ©: JAE X ++ FB Fe lle 
Set) Oe | omone | OT ROK, 現在 味気 孔 の 残 つて い SALMO K 
5 5.0 の none 0.8 


日 内 に 存する 第 1, 第 2 火 品 池 の 方 が , 頂上 火 唱 
外 の 南 倖 面 に と ちあ る 他 の 3 つの も の より pH が 小さ く , SO. その 他 の 成分 も 若 王 多い . この こと 
か ら 前 記 2 つの 火 日 池 は , その 周囲 と 存在 する 多数 の 噴気 包 の 影響 を 相当 こう むつ て いる こと 
が うか が われ る . 

研究 に 用 いた 試料 は , この よう な 状況 の 中 で , つぎ に 述べ る よう な 場所 を を らん で 採取 し 
た . すなわち 第 1 図 に 示す 通り , B2KAMAM OKA RIC ORG BMAD Db, He 
も 大き な ガス 噴出 孔 の すぐ わき で と つた 白色 の も の と , それ より 少し 外側 に 面 し た 位置 の 灰 百 
色 の も の で , いづ れ も か な り 粘 士 化 し た 変 朽 生成 物 で ある 。 ま た 比較 の た め , ほとん ど 変 朽 を 
うけ て いな いと 考え られ る 試料 と し て , 大 正 14 年 (1925 年 ) の 焼 后 の 噴火 の さい , 長野 県 安 
髪 村 島 々 た 降下 し た と き 直 ち に 採取 され た 火山 灰 傘 も 併せ て 検討 する こと に し た . 

な お 硫 気孔 附近 た は この ほか 繊維 状 の ハロ トリ カイ ト ・ ア ルノー ゲン 族 鉱物 も 共生 し て いる 
L, 既 述 の 水蒸気 孔 周 辺 の 赤褐色 粘土 が 赤 鉄 鉱 を 合 む セハ ロイ サイ ト を 主体 と し た も の で ある こ 
と る も 確認 し て いる が , これ ら は また 機会 を あら た め て 報告 する . 


§3. 実 験 te R 
採取 し た 試料 は , いづ れる 分 離 操 作 を ほど こさ ず , その まま 実験 た 供し た . RAMLESA 


** 信州 大 学 小林 園 夫 教授 より 上 恵 送 さ れ た を もの. 


148 A RR 


で 風 葛 後 , お し つぶ し て 粉末 状 に し た も の を 用 いた . これ ら の 試料 は いづ れる も 微粒 の も の ば か 
りか ら な つて お り , も と の 組織 を 認め 得る も の は ほとん ど な か つた た . 
a. {C * 
以上 の 未 風 化 火 山 灰 1 種 と , BARRE QOILLE DM AAO. その 結果 が 第 3 表 の 通り 
oy : : で あぁ ある, これ を 見 る と (A) 試料 の 火山 灰 の 
第 3 表 焼岳 火山 灰 談 朽 生 成 物 の 化学 成分 
= : : : = = 成分 は , SS OMREZH OV FLMBB A 


A B © 

eS : : の 化学 組成 と 近似 し て お り , また HO な ど 
SiO. 60.38 | 57.26 14.05 ee 
Al,O; 14.91 | 17.99 | 30.40 。 が 少な いこ と な どか ら ゃ も, 用 この 状態 で は ご の 
Fe,03 3.31 pai 0.14 試料 は 変 朽 作 用 を あま り 受 け て いな いも の と 
FeO 1.93 0.89 0.13 a 
MgO e772 0.80 none 考え られ る . =F; fei K の 試 Bt (C) 
CaO 4.72 2.40 0.37% SIO. DELURMPRIACDELT, BK 
Naz0 3.84 2.58 3.81 , 
Ks0 2.48 2.59 4.09 。 の 成分 た つい て 変化 が 見 られ , 残余 の 成分 は 
H,O+ OZ 2.87 12.41 主 と ょ も そ AlO:, SO:, HO 33£U Na.O, 
H20- 0.82 5.43 1.30 0.8 | 
TiO, 0.90 0.60 0.40 KO の みよ りな つて いて , COMB MAM 
ets 0.35. | 0.40.) 70.72 。 He DIRE AT FO CH Sa DER 
MnO 0.09 tr: none 4 
8 2 3.66 2 て いる . RABMELROREF (B) は (A), 
ae — | 32-51 (C) 両 試料 の 中 間 の 成分 を 有 し て いる . 

そこ と で (A) を 未 変 朽 の 原 岩 と し , © を 
100.26 | 99.69 | 100.33 
ee IE 過程 (apy Era XH 

EL Di Salamas DEG OMICS 4 RAR RH & と し, 

Typo (B) を その 中 間 物 と 考え , さら に 詳し く 各 成 


yo ¥ = > ‘3 j 2 
A. KE 14 年 島 え た 降下 し た 焼 后 の 火山 灰 ET A a 
B. 焼岳 頂上 附近 恋 朽 生成 物 ( 灰 黒 色 ) Fe:03, FeO, CaO, TiOs な ど は 減少 し 。, 
C. 焼岳 頂上 附近 変 朽 生 成 物 (白色 ) 
Al:Os, Na.O, K20, H.O, P20s, S ( 全 硫 黄 ) 
な ど は 増加 し て いる . し か し この よう な 噴気 北周 辺 で の 変 朽 過 程 か ら 考 えて , HO, S SO 
加 は 期待 され る が , その 他 の 成分 が 噴気 が ガス その 他 か ら 供 給 を うけ て 変 朽 物質 た に 附 加 され る こ 
と は 考え に くい . これ は むし ろ 名 深 な 成分 の 多量 の 溶脱 に よ ょ つて , 比較 的 難 深 な Al20s な ど が 
見 か け の 上 で 増加 の 形 を 示し た も の と 考え られ る . 
この 資料 を 整理 する た め に , 従来 行なわ ち わ れ て きた 方 法 の 5 ちの 1 つた に ょ つて この 分 析 値 を 換 
人 算 し て , その 相互 の 差異 を 求め た .。 すなわち こと の 変 朽 現象 に お いて 最も 増加 の 割合 の 大 き な 。 
と り も な お さ ず 残留 の 傾向 の 最も 著しい と 思わ れる ALO, HRB L YD, と この 成分 を 不変 と し 
て , CIENT SES CHORD RE CNENRB LE. も ちろ ん Alz0。 に と し て る も, その 一 部 
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第 4 表 焼岳 変 朽 物 成分 変化 表 


1. 残留 成分 2. 溶脱 成分 2. 附 加 成分 
B c B C B G 
SiO, 47.46 6.89 12.92 53.49 2 S 
Al,03 14.91 14.91 0.00 0.00 0.00 0.00 
FeO; 1.84 0.07 1.47 3.24 2 ds 
FeO 0.73 0.06 1.20 87 | SS a= 
MgO 0.66 0.00 1.06 72 = ms) 
CaO 1.99 0.18 2.73 4.54 = Qs 
Maz0 2.14 1.87 1.70 1.97 2 bes 
K,0 2.15 2.01 0.33 0.47 ax & 
H,O+ 2.38 6.09 =t ミニ 1.65 5.36 
H,0- 4.50 0.64 <1 0.18 3.68 a 
TiOz 0.50 0.20 0.40 0.70 = a 
P.O; 0.33 0.35 0.02 0MW00 | ee 0.00 
S 3.03 6.73 = a 1.42 5.12 


1. AlO; FRE CKLWUR) の 14.912% の まま 一 定 と お いて 計算 し た も の . 
2, 3 は 1 項 の 各 成 分 と 原 岩 の それ と の 差 . 


は 溶脱 し じ し て いる の で あろ う が , その 程度 
が この 場合 に は 最も 少な い の で この よう 
に 仮定 し た の で ある . その 結果 が 第 4 表 
の 第 1 項 た に 残留 成分 と し て 示さ れ た を も の 
で , 原 岩 の 組成 と と も に 第 3 図 に も か か 
Fre. また この 残留 成分 を 原 岩 の 各 対 応 
成分 と 比較 し て 減少 し た 分 を 溶脱 成分 と 
し , 増加 し た 分 を 附 加 成分 と し て 第 4 表 
第 2 項 , 第 3 項 に それ ぞ れ 示し た . さら 
に 第 5 表 た に は この 残留 , 深 脱 , 附 加 の 各 
成分 の 量 と , 原 央 の 同 組成 の も の と の 割 
BERD, CMRATBESOTAL 
gee 

その 結果 AlLOs R-CLLK BA, 
H.O+, S ( 全 硫 黄 ) な ど は , 新た に 附 加 
SHUCHML TW SD, FOMORF 
は , IZLA EBRD POs を の 


wt % (ut %) 
7 


第 3 図 焼岳 変 朽 物 成分 変化 図 
(Al20s を 一 定 と し て 計算 し た も の ) 
A. KER KWIK B. 変 朽 生成 物 (RA) 
C. 変 朽 生成 物 (8) 
( ) ORMRAIAM, その 他 は 左 軸 の 目盛 で 表す -. 
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第 5 表 焼 后 変 朽 物 成分 変化 率 


4. RRMA i 5. 溶脱 成分 比 6. Bt on Be 7 EE 
B | C B C B C 
SiO; 78.6 11.4 21.4 88.6 = — 
Al,03 100.0 100.0 0.0 0.0 0.00 0.00 
Fe,0; 55.6 2.11 44.4 9 => == 
FeO 37.8 ST 62.2 9659 =e > 
MgO 38.4 0.00 61.6 100. 3 = 
CaO 42.2 3.81 57.8 96.2 — = 
Na,O 55.7 48.7 44.3 IES = = 
kK,0 86.7 81.0 13.3 19.0 = = 
H,0+ 362. 834. = = 226. 734. 
H,0- 549. 78.0 — 22.0 449. == 
TiO, 59.6 22;2 44.4 77.8 Ss =e 
P20; 94.3 100. 5.7 0.00 = 0.00 
S 188. 418. = cae 88.2 318.0 


4,5, 6 と も 原 岩 の 各 成 分 に 対す る 割合 を 求め た も の (で 示す ). 
ぞい て は , いづ れる を も 減少 を 示し て いる . し か し その うち で も, BRBOPSW KO な ど は 第 
3 表 の 分 析 表 の 重量 百分比 に 寺 い て は AlLOs, Pz0。 の ご と き 変 化 の な い 成 分 と と も に 見 掛 上 
増加 の 形 を 示し て いる . 

な # HeO—* は 試料 (B) に お いて 一 上 増 加 し た も の が , また 試料 (C) で は 減少 し て お り , 
H.0 の 合 量 は 一 旦 増加 後 あ まり 変化 し な いこ と か ら 考 えて も, HO は , 変 朽 の は じ め の 過程 
で は , 低温 で 脱水 する や や ゆる い 結 合 を 行 な つ て 後 , 変 朽 が 進む に つれ て その 結合 が 強固 に な 
り , HeO—* が H:O+* の 形 に 移行 じ た も の と 考え られ る . この と こと は また つぎ の 未 差 熱 分 析 
の 結果 か ら も た し か め ら れ た . 

d. 示 差 熱 分 析 

前 記 の 3 試料 の 風 墓 物 に と つい て 示 差 熱 分 析 を 行 な つ た . BELASIL 10°C/min で 1000°C 
EG, アル メル ・ ク ロメ ヌル 複 熱電 対 で 測定 し た . 結果 は 第 4 図 に 示す . 

試料 (A) は ほとん ど 変 朽 を うけ て いな い 火 山 灰 で , 硫黄 また は 硫化 鉱物 の 混在 の た め と 考 を 
られ る 400 へ ~500°C 附近 の 発熱 ピー ク を 除い て は , お お むね 平 王 な 図形 を 示し て いる . 

試料 (B) は これ に 100°C 附近 の 低温 で の 脱水 に よる 吸熱 ピー ク が 加わ り , また 800°C 附近 
に は 硫酸 塩 の 分 解脱 硫 の た め と 思わ れる わ づ か の 吸熱 ピー ク が 生じ て いる . 

さら に この 変 朽 の 最終 生成 物 と 考え られ る 試料 (C) に つい て は , 100°C 附近 の 低温 の 脱水 ピ 
ー ク は か えつ て 小さ く な り , これ に 引き か えて 540°C の 位置 に 高温 脱水 の 大 き な 吸 熱 ピ ー ク 


* 風 乾 し た 試料 に つき 110°C で 脱水 する 水分 を HO-, それ 以上 の 温度 の も の を HOt と し な た 。 
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第 4 図 焼岳 火山 灰 及 び 変 朽 物 の 示 差 熱 分 析 曲 線 
A. KWK B. Bi (RAS) C. BMY (Af) 


が 生じ , 800°C MK OTD BHD Ee — 7 BEL MALE. また こと の 段階 に と な る と 硫黄 ま 
た は 硫化 鉄 物 に よる と 思わ れる 400°C 附近 の 発熱 ピー ク は 全く 消 減 し て いる 。 

と の 未 差 熱 分 析 曲 線 は , CH¥ CHA (Alunite) と し て 報告 さき れ て いる も る も の? に 近い る の 
CHS. な お 660° 附近 の 小さ な 発熱 ピー ク は 有明 枯 石 の 示 差 熱 分析 曲 線 に し ば し ば 見 られ る る も 
の で ある . : 

以上 の 示 差 熱 分 析 の 結果 は , さき の 化学 成分 の 変化 と る, 後述 の X 線 分 析 の 結果 と も よく 対 
WUT. 

eX 線 分 析 

以上 の 成果 を さら に た し か め る た め , これ ら の 試料 を X 線 ディ フラ クト メー ター に よう り 測 
定 し た の が 第 5 図 な ら び に 第 6 表 た 示し た 結果 で ある . 測定 た に あぁ た つて は Cu- 対 陰極 , Ni- フ 
ィ ル ター を 用 いた . 

それ に よる と 試料 (A) の 火山 灰 は わ づ か の 維 長 石 ” を 含む 以外 は , ほとん ど 非 結晶 の ガラ ス 
質 の み で あぁ つた. 

試料 (B) た におい て る も X 線 的 に は (A) LOMFRERLMDOONS, 長石 の わ づ か の ピー ク 
の ほか は , ゲル 状 物 質 の 成長 を 思わ せる , 拡散 し た 帯状 の 廻 折線 が 1~2 本 認め 得る に すぎ な 


ーー 


wore, 
し か し 試料 (C) に いた つて は , BEA COMBA BAO HERE -27°ORL OE OAR 
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第 5 図 FEKUKRORMG WO X PBA R 
A. ‘KiiK B. 変 朽 物 (RA) C. BHM (Af) 


第 6 表 PERM X PTE 
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A. KWK B. Bi (RE) C. 変 朽 物 (Af) 


差 熱 分 析 の 結果 を 支持 する こと に な つた . さら に 化学 分 析 の 結果 と 考え 合せ る と , 試料 (C) の 
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BTR 変 朽 物 最 終生 成 物 (試料 C) の 鉱物 組成 


=e) ea Alunite Silica gel 
SiO, 0.23 | 0.23 
Al,Oz 0.30 0.30 
Na,O 0.06 0.06 
K,0 0.04 0.04 
H,O+ 0.69 0.60 | 0.09 
H,0- 0.07 | 0.07 
SO; 0.41 0.40 | 
Alunite 0.6Na,0-0.4K,0-3A1,03-4SO3-6H,O- - --81 wt 2 
SilicacoelbSI 0.0. ca: oc +s sin «soc eens 17 
SS OMe ee Ao Bones hares és RS EE RE 2 


| CPM RIDS 7 表 た に か か げた 通り で , Na Of WHEE (Natron-Alunite) : {FORE 17% 
BIith Osta Satie, 


§ 結 語 

火山 に お ける 岩石 の 変 朽 の 現象 に は , いろ いろ の 種類 が あり , その 居 境 や 条件 の 相違 に よ 
0, 変化 の 過程 や 変 朽 生 成 物 が それ ぞ れ 異な つた も の に な る . 以上 述べ て 来 た 焼 岳 の 噴気 孔 周 
辺 の 変 朽 現象 も , その うち の 1 例 た 過ぎ な い が , COCLEEORVRRILO AAG, し か も 
溶脱 作用 の あま り 著 し く な い 状 態 の も と で , 明知 石 が 生成 し , その 上 これ が 水 に 不溶 性 で ある 
た め , 一 般 に は 上 易 深 性 と 考え られ て いる Na, K が この 中 応 と りこ まれ て 溶脱 が さま た げ ら れ 
残留 , 濃縮 が 行なわ れ た も の と 考え を えら れる. 

終り た に この 研究 を 行なう に あぁ た つて 終始 御 理解 を 賜り , か つこ と の 原稿 を 御 校 関 下さ つた 当 研 
gece te, 森本 良平 助教 授 を 深く 感謝 申 上 げ る . また 試料 の 一 部 を 賜 わ つ た 信州 大 学 の 小林 国 
FAM, 並び に 現地 調査 と あぁ た つて 種々 御 協 力 を 賜 つ た 奥原 正明 , 田家 照 生 の 両氏 に も 御礼 申 
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Voleanic Micro-seisms | 
——Diseussion on the Origin——— 


Daisuke SuHImozuRU 
Department of Physics, Kyushu University 


Nature and origin of volcanic micro-seisms (micro-tremor or harmonic tremor) are to be 
attached great importance for the prediction of eruption of volcanoes, especially of Strom- 
bolian and Hawaiian type. 

Ten years ago, OMER, G.C. advocated the origin of volcanic micro-seisms observed at 
various volcanoes as the natural period of longitudinal vibrations of horizontal elastic layer 
composing the outer superficial layer of the volcanoes. However, his adopted materials, 
being the base of the calculation, jumbled the observed data obtained by the seismographs 
of various characteristics and at various distance from the origin. Therefore, we gathered 
the seismograms observed by the seismographs of the same frequency characteristics and | 
registered very near the source (not more than 600m). The frequency distribution of 
micro-seisms were constructed for the volcanoes Kilauea, Nyiragongo, Mihara, Aso and 
Sakura-zima. The results show that the predominating period of the micro-seisms becomes 
shorter as the volcano becomes acidic. 

The author concluded that the volcanic micro-seisms are generated by the free logitu- 
dinal vibration of the viscous lava column having the effective length of 500m. 

The natural period for each volcanoes as calculated by verifing the viscosity of the 
column agreed satisfactorily with the observed predominating period of volcanic micro- 
seisms. : 


§1. Ff 

火山 た 発生 する 脈動 の 発震 機巧 た に つい て 論じ る の が , COMMOBNWCSS. われ われ の 一 
般 的 な 経験 か らい つて , 非常 に acidic な 安山岩 質 火 山 で は , その 活動 と 火山 性 地震 と の 間 に 
密接 な 関係 が ある こと が 知ら れ , Et, 一 方 , Stromboli 式 , な いし は Hawaii 式 の 噴火 活動 
を する basic な 火山 で は , 火山 性 脈動 が 発生 と し, それ も また , 噴火 活動 の 相 に より , 脈動 の 様 
相 が 変っ て くる こと と も 知ら れ て いる 安山岩 質 火 山 で も , 勿論 脈動 が 全然 出 な いと は いる を な い 
が , 地震 が 頻発 する こと に よ ょ つて, 脈動 と な る エネ ルギー は , ご く 少 な いと 考え を えら れる. 


と この よう に 火山 た 発生 する 脈動 (Volcanic micro-seisms, volcanic micro-tremors, volca- 
nic harmonic-tremors)* が どの よう な mechanism で 発生 する の か と いう 3 問題 は , basic tr 
火山 の 活動 を 予知 する 上 に 大 切な こと で ある . 


* 以下 単に 脈動 と 記す こと に する . 
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脈動 の 発震 機巧 を 論じ た も の は いく つか ある が , その 中 で G.C. Omer” は 世界 中 の いく つ 
か の 火山 で , 色々 な 人 が 測定 し た 脈動 の 周期 を な ら べ て , 長 周 期 の 脈動 (0.3 へ ~0.6 秒 ) と 短 周 
期 の 脈動 (0.1 へ ~0.2 秒 ) と に わけ た . そし て それ ぞ れ の 振 巾 比 か ら , 山体 を 形成 し て いる 成層 
が 水平 方 向 に , ある effective length を 持つ て いて , magma ODELAMKOT, その 端面 に 
生ずる 静 水 圧 の 変動 に よっ つて 乱 起 され る 縦 振動 と 考え る と , 丁度 ハ へ ワイ で 観測 され た 地 問 変動 
か ら 推 害さ れる block の 長 さ を 説明 する の に 都合 が よい と し た . Omer の 考え 方 は , いい か 
AME, 山体 を 形成 し て いる 弾性 棒 の 縦 振動 で ある と いう こと で , その 論拠 と な る も の は , 

1. AIRS ¢ GIRO hk, 

2. 弾性 棒 の 縦 固有 振動 周期 (脈動 の 周期 ) か ら 推 定 さ れる 棒 の 有効 長 と , 地殻 変動 の 観測 
か ら 推 定 さ れる block の dimension と が ハワイ の 場合 , よく 合う 5. 

きい うと で ある し じ が BW われ われ の 経験 に よれ ば っ つ ざ の よう な 事実 が ある - 

1. 短 周期 脈動 と 長 周 期 脈動 の 振 巾 は 火山 活動 の phase と に よ つ て 異な る . 

2. eels, (LOTOL, COLFWM20CIEFUI HF, ある frequency range 44> 

i fwe.spectrum &LC#2ziritnifk@bicw. 

3. 観測 点 が 脈動 の source より 遠く な れ ば , 短 周 期 の 波 の 減衰 を 考え に 入れ な く て は いけ 
な い の で , 観測 され た 直接 の 振 巾 比 を 計算 の basic assumption に する の は まち が つて 
いる . 

4. 地震 計 の 周波 数 特性 が 違 を ば , 観測 され る 記録 も 異な つて くる . し た が つて , 脈動 の 周 
期 , 振 市 を 比較 議論 する と き は , この 点 を 特に 注意 し な けれ ば な ら な い . 

以上 の 観点 か ら , も 3 う 一 度 脈 動 の デー タ を 整理 し て みる 必要 が ある . この 論文 で は 上 の よう 
な こと を 注意 し て 整理 され た 脈動 (1 秒 以下 ) の 発 謀 機巧 に つい て 議論 する . 


§ 2. 脈動 の 観測 結果 の 整理 

と と で は 脈動 の 周期 が 1 秒 以 下 の も の に つい て 議論 する こと に する . 前 章 で 述べ た よう に , 
脈動 の 周期 は 火山 活動 の stage に よ ょ つて 様相 が ちがい , 活動 期 と あつ て は , 比較 的 短 周 期 の 
脈動 が 卓越 し て くる . われ ね われ の 観測 は , ほ は と ん ど が 個々 の 火山 の 活動 期 た 観測 され た も の で , 
そう いう も の に 限っ つて, 記録 を 整理 し た . EK, 地震 計 の 特性 も , 0.1~1.0 秒 まで の 周期 範囲 
で は flat な 特性 曲線 を も つた も の に よ つ た 記録 の み を と りあ げた . Ek, IRMORR, また 
は , 成層 を 伝わる 表面 波 の 性 質 ( 層 の 厚 さ に 依存 する も る も の) から 逃れ る た め , で きる だ け , 脈動 
の source に 近い と と ろ で 観測 され た も の に 限 つ て 議論 の 対称 と し た . 

本 来 な ら ば , spectrum に つい て 論 ず べ き で は ある が , HHL, AMMA DH eR, 
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それ ら の 卓越 周期 を も つて , 脈動 の 周期 と し た 


れ た 脈動 の histogram で ある . 
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Fig. 1 Frequency distribution of volcanic 
micro-seisms at Kilauea. 
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Fig. 3. Frequency distribution of volcanic 
micro-seisms at Mihara. 


AK Of 


第 1 図 より 第 5 図 ま で は 5 つの 火山 で 観測 さ 
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Fig. 2. Frequency distribution of volcanic 
micro-seisms at Nyiragongo. 
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Fig. 4. Frequency distribution of volcanic 
micro-seisms at Aso. 
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Fig. 5. Frequency distribution of volcanic 
micro-seisms at Sakura-zima. 


Kilauea の 記録 は 1955 年 5 月 26 A, Kilauea Caldera ORK CHI SHKREO copy 
% J.P. EATON の 好意 で 送ら れ た も の で ある . COLXIMEKMBCHRbNCWK., 

Nyiragongo の 記録 は 下 鈴 と Ed. Bere が 1959 年 8 月 9 月 crater の 中 で 観測 し た も 
の の うち , 8 月 26 日 の 記録 の 一 部 で あぁ つて, IRD source か ちら は きわ め て 近い と 思わ れ , 
conduit か ら は 盛 に lava の 噴出 が 行なわ れ て いた . 

Mihara の 記録 は 水上 等 2 示 火 日 よ ょ 9 600m 離れ た 外輪 山内 で 1950 年 9 月 16 日 に 観測 
し た も の で , BED ANIEKELOMMEY reproduce Lk, 

Aso の 記録 は , 下 鈴 が , 1959 年 5 月 30 Ai, 第 一 大 日 より 9 100m 離れ た 場所 で 観測 し 
方 を の で あお る 

Sakura-zima の 記録 は 水上 等 が 1956 年 12 月 12 日 に 南 后 火口 より 500m の 位置 に お 
いて 観測 し た も の で , BET ANI, 水上 の 論文 よ り reproduce し た . 

Paricutin の 記録 た つい て は , 地震 計 の 特性 , 観測 日 時 , 観測 点 が 不明 で ある が , 一 応 OMER 
の 論文 中 より , 周期 の み を 数 字 で 表わし た . 

以上 の 資料 を も と に し て , 計算 し た 脈動 の 卓越 周期 と と も に , 現在 まで 色々 の 人 に よ つ て 発 
表 さ れ た 粘 岩 ま た は 噴出 火山 灰 の 中 の silica の 含有 率 , 流出 燈 岩 流 の 温度 , 燈 岩 の 粘性 を 同時 
に 集録 し た も の が Taste I CHS. 
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‘TABLE I 


Period of micro- Average silica Temperature Seismographs, Viscosity. of 


Volcano seisms in sec. et eae of lava in°C period in sec.* lava in c.g.s. 
E Bee Saar 
0.5-0.7 47 >= 0:5 ic 
Kilauea (J.P. EATON) (D.H. RICHTER) on P05 
ee eee st 7 
: 1095 To = 1.0 
Nyiragongo (D. SHIMOZURU, (T.G. SAHAMA, Ss. = 
Ed. BERG) A. MEYER) (J. VERHOOGEN) Ty = 0.3 
SE 950-1100, ER 
Mihara = =a R. TAKAHASI, 
(T. MINAKAMI) (I. IWASAKI) (T. MINAKAMI) Liao D. SHIMOzURU) 
se 0.3-0.5 53 a To = 1:0 =e 
(D. SHIMOZURU) (S. TANEDA) fo= 0.3 
: 0.25—0.35 60 950 4o=1.0 108-109 
Sakura-zima > MakaM!) (S. TANEDA) (T.NacaTa) 7,=0.3 (T. NaGatTa) 
Parieatin 0.10-0.20 55-59 1050-1070 oft 105-108 


(L.F. COVARRUBIAS) (R.E. WILCOX) (KRAUSKOPF) (KRAUSKOPF) 


* Natural periods of transducers and galvanometers are denoted by 7, Ty. 


表 中 , PMOROASILMNOFRZERBRLCUSAA, 中 に は , 日 頭 発表 の 数 字 , ある い は 
未 発表 の も の で ある が , 個人 的 に お 知ら せい た だ いた も の を も ある. 


§ 3. 脈動 の 発震 機巧 に 関す る 議論 

今 , 第 1 図 か ら 第 5 図 ま で の histogram を 曲線 に な お し て , 1 つの 図 に か き な お し て みる 
と , 第 6 図 の よう に な る . この 図 を 見 る と , 容 山 岩 質 の 火山 で は histogram が 比較 的 sharp 
に な うり, 玄武岩 質 の 火山 で は , それ が ゆる や か に な る よう に 思わ れる . も し も , 脈動 の 周期 
が , 山体 を 構成 し て いる 層 の 振動 で ある と 考え る な ら ば (O 〇 mgrR の ご と さく), 安山岩 質 火 山 で は 
山体 を お お つて いる 物質 は , 多く は pyroclastic flow で あり , 玄武岩 質 の 火山 で は , Ld 
compact な 構造 を も つた lava flow で あろ る うか ら , 上 の 事実 を 説明 する に は , きわ め て 不利 
に な る . 何故 な ら ば , 粗 な 構造 を も つた "pyroclastic flow の 棒 の 自由 振動 の 共鳴 曲線 は , 
lava flow の それ より も , Q が 低い た め に , ひろがる で あろ る うと 考え られ る か ら で あ る . 
つぎ に Taste] 中 の 数 字 を 使 つ て , 脈動 の 周期 と 燈 岩 中 の 理 酸 成分 と の 関係 導 よ び , MH 
温度 と の 関係 を 図示 する と , 第 7 図 お よび 第 8 図 の ご と く な る . 

この 2 つの 図 を 見 れ ば 朋 ら か な ょ うに, 脈動 の 周期 は , 燈 岩 の 粘性 , ある い は 温度 と 密接 な 
関係 に ある こと が 判る .。 すなわち , Sie の 含有 率 が 多く な る と , 脈動 の 周期 は , は や く な うり, 
ある い は 燈 岩 の 温 席 が 低い と , 脈動 の 周期 は はやく な る . 一 般 た , Sie の 含有 率 が 少な い 
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Fig. 6. Smoothed histogram of volcanic micro-seisms for 
Kilauea, Nyiragongo, Mihara, Aso and Sakura-zima. 
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Fig. 7 Predominating period of volcanic micro-seisms versus average silica 
content in lava for each volcano. 
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Fig. 8 Temperature of lava versus periods of volcanic micro-seisms. 


basic TAAL EDS BMIChSCLeESenil, 第 7 図 と 第 8 図 で 示さ れ た 性 質 は con- 
sistent で ある . 

そこ で , AO Sie の 含有 率 , また は 温度 と いう よう な 量 を , も うぅ 少し 機械 的 な 量 に お き 
か えて, 脈動 の 周期 と の 関連 を し ら べ る 必要 が ある . Sie の 含有 率 お よび , 温度 が と る に, 
燈 娠 の 粘性 を 左右 する こと は , よく 知ら れ た 事実 で ある か ら , つぎ に 燈 岩 の 粘性 と 脈動 と の 性 
質 に つい て 考え て みる . 一 般 に 粘性 係数 は , 温度 と と も に 指数 的 に 減少 する の で , 上 に 示し た 
経験 的 事実 は , いい か を る と , 粘性 係数 が 高く ぐ な る と , 脈動 の 周期 が 早く な る と 云え る . 

今 , 垂直 の conduit の 中 に viscous な lava が つま つて いて , その lava column の 振動 
が 脈動 の source で ある と 仮定 し て みる . 種々 の 振動 の 様式 の 中 で , viscous column の 終 振 
動 が 最も natural で ある と 考え られ る . し た が つて , 脈動 の 周期 は ), この よう に 考え た lava 
column の 縦 固 有 振 動 周期 で ある と し て , つぎ に 数 量 的 に と に あ た つ て みる . 

燈 岩 の 粘性 た 関し て は , 実験 室 で 測定 され た も の が 沢山 ある が , 揮発 性 成分 の こと を 考慮 に 
入れ て , 野外 で 実際 に 観察 され , 測定 され た 粘性 と 温度 の 関係 を 用 いる と こと に する . RB, 
各 温 度 に 対す る 縦 波 の 速度 の デー タ が 必要 に な る が , 現在 の と ころ , molten state に お ける 
速 鹿 測 定 値 が な いた め , 佐久 間々 の 行 な つ た Young 率 の 測定 値 を 用 いる こと に する . 実験 の 
PILAR Kva Clb OT, 温度 と Young 率 の 関係 が 求め られ て いる が , これ は 揮発 性 成分 バ 
逃げ て し まつ た 試料 な の で , 実際 の 地下 で は Young 率 は , 同 じ 温 度 に 対し て , より 低い 値 を 
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と る は づ で ある . 高温 と お いて , Young 率 の 減少 と 粘性 の 減少 の 仕方 の 間 に , ある 比例 関係 
Db SLBA CBRRAIV OT, 今 , 粘性 係数 を , ある 値 に お さる, 実験 室 で , COMA 
を 示す 温 席 を 佐久 間 の 実測 値 ょ DKD, その 温度 に 対す Young 率 の 値 を グラ フ よ り 外 挿 , あ 
る い は 内 挿し じ て 求 め る 方 法 を と る . 

し た が つて , ある 温度 に 対す る Young 率 は 実験 室 で の 実測 値 と は 異な つた も の と な つて さく 
る . この よう に し て 求め た 粘性 係数 , 温 慶 , Young 率 , MR OR PEIt Tapes oor A 


TABLE II 
pcoaity Temperature Young’s modulus 8 Velocity of Teneitudinan 
C..8. in Y __ in cg.s. waves in km/sec 
102 1190 7.01019 Siew - 
104 1065 3.410" 3.46 
108 1000 5.5 x 1041 4.47 
108 970 6.0 1012 4.60 


上 表 で , MUR ORES (E/o)? で 計算 し , 密度 は 2.8 gr/cm3 と し た . 4 viscous column 
の 縦 振動 を 計算 する に 際 し て , 両端 自由 の 条件 を と り , column の effective length の 長 さ 
を 500m と し た と き の 縦 固有 振動 周期 は Tasrg Il の ご と く な る . 


TABLE III 
Viscosity Temperature Vibration period 
in C.g.s. eis AC in second 
102 1190 0.63 
104 1065 0.29 
106 1000 022 
108 970 0.21 
sec Temperature of lava versus periods of micro-seisms 


900 1000 1100 1200 1400 °C 


Fig. 9 Temperature of lava versus periods of volcanic micro-seisms. Dotted 
line is the calculated curve, and the solid line is the observed curve, 


which is shown in Fig. 8. 
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LRORECMAAMOMRe Fig. 9 に 点線 で 示し て ある . 図 中 に は , 実際 に 観測 され た 
TAsLg I た に 表し て ある 温度 と 脈動 の 周期 を も 同時 に 示し て ある . 

と の 両方 は 非常 と よい 近似 で 合 つ て いる . すなわち 火山 性 脈動 の うち , 比較 前 周期 の 短い 1 
秒 以下 の も の は , effective length 500m の lava column の 終 固 有 振 動 周 期 と し て 考 を れ 
if, 種々 の 火山 で の 脈動 の 周期 お よび , それ ら の 火山 で の 燈 岩 の 機械 的 性 質 を きわ め て うま く 
説明 が 出来 る . 


§ あとがき 
Kilauea 火山 の 脈動 記録 の 5 つ し を 送 つ て 下さ つた Dr. J. Eaton た に お礼 申 じ あげ る . 
こと の 研究 の 一 部 は 文部 省 線 合 研究 費 に よ ょ つて まかなわ れ た . 
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Chemical Composition of Fumarole Gases Obtained 
from Volcano Iwate 


Kimio NocUcHI, Tatsuo Goto, Seiichi Umno and Masami Icuixun1 


Chemical Institute, Faculty of Science, Tokyo Metropolitan University 
Chemical Institute, Gakugei Faculty, Iwate University 


At the bottom of the crater and the slope of the central cone Myokogatake of Mt. 
Iwate many fumaroles are found, from which an enormous amount of volcanic gases contain- 
ing H,O, H.S, SO2, CO;, HCl, HF, HBr etc. flow out. The authors examined those fumarole 
gases on July 27 and September 29~30, 1960. We found sublimates of alunogen, halotrichite, 
sulfur etc. at such fumaroles that show the temperature near to 100°C and ammonium 
chloride at the fumaroles showing 144~205°C. As to the chemical compositions of ammonium 
chloride, condensed waters and fumarole gases, the following results were obtained: 

1) Ammonium chloride 
No. 1. Temp. 205°C, NH, 33.5, Cl 65.9, SO, 0.0, Br 0.15, B 0.000 (wt. %) (Theoretical 
value: NH, 33.7, Cl 66.3) 
No. 2. Temp. 183°C, NH, 33.4, Cl 66.1, SO, 0.0, Br 0.21, I 0.0003, B 0.000 (wt. %) 
No. 3. Temp. 144°C, NH, 33.6, Cl 66.3, SO, 0.0, Br 0.14, I 0.0003, B 0.000 (wt. %) 
2) Condensed water 
No. 2. Temp. 183°C, pH 1.4, H2S 104, SO, 143, SO, 5.4, Cl 2876, Br 1.0, I 1.8, B 0.0, 
Na 2.38, K 0.16, NH, 16.2, Fe 0.10 (mg/l.) 
No. 3. Temp. 144°C, pH 1.8, H2S 241, SO, 297, SO, 1.0, Cl 784, Br 0.2, 1 0.3, B 0.0, 
Na 6.21, K 0.43, NH, 18.4 (mg/l.) 
3) Fumarole gas 
No. 2. Temp. 183°C, Hz20 98.3, CO, 1.46, H2S 0.109, SO, 0.0817, HCl 0.0376, NH,Cl 
0.00181 (vol. %) 
No. 3. Temp. 144°C, H,O 98.2, CO, 1.84, H:S 0.117, SO, 0.152, HCl 0.0185, NH,Cl 0.00167 
(vol. %) 
The temperature above mentioned was measured at the orifice of fumaroles. 


§1. 序論 

岩手 山 は 盛岡 市 の 西北 方 約 24km OLOACEORMBK 20700m CHS. この 山 の 地 質 に 
つい て は 桜井 の 詳細 な 報告 や 》 が ある . 東 岩 手 山 頂 の 噴気 た に つい て は 桜井 の 報告 に よる と 妙高 
策 山 頂 附近 御 蜜 火 唱 より 硫 気 ガス が 噴出 し 近づく こと が で き な い 紳 記 され て お り , また 妙高 ガ 
量 東 藤 に ある 脱 内 潜 の 内 の 下 た 以前 小 噴気 孔 が ぁ つ た と 言 あ れ 更 に 西 岩 手 山 の 大 地獄 谷 の 硫 気 
孔 お よび 尋 倉 が 后 の 頂上 の 噴気 な ど が 報告 きれ て いる , し か し これ ら の 報告 に て は , ガス の 組 
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成 な ら び に 噴気 孔 温 鹿 等 に つい て は 全く 記載 され て いな い . 

岩手 山 の 有 史 以 後 の 噴 火 歴 史 を みる と 上 頁 享 3 年 園 3 月 3 日 1686 年 4 月 25 日 ) に 噴火 し 享 
保 4 年 正月 (1719 年 2 月 ) に も 大 噴火 し 焼 走 溶岩 流 が 流出 し て いる . つい で 享 保 16 年 1731 
年 ) 11 月 25 是 だ 小 噴火 が あつ た が , その 後 は 活動 が 沈静 し , 借 に 文政 6 年 1823 年 ) 8 月 
初旬 より 翌年 3 月 と お よん で 火山 性 地震 を 頻発 し , 昭和 10 年 3 月 24 日 午後 5 時 頃 岩 手 山 9 
合 目 附近 より 約 100m の 高 さ に 黒 煙 を 了 断続 的 に 噴き を 上げ 夕空 に 物凄く 見 を た こと が 報告 され 
RY 

著者 は 1960 年 7 月 27 日 山頂 の 噴気 を 調査 し た 際 塩 化 ア ン モ ニウム が 箕 華 物 と し て 噴気 孔 
の 孔 日 附近 た 多量 に 析出 し て いる の を 発見 し た の で 同年 9 月 28 日 再び 登山 し 3 日 間 噴気 孔 が 
ス の 調査 を 行 な つ た . その 結果 を ここ と に 報告 する . 

活 火山 の 火 日 か ら 出 る 噴気 中 た と し ば じ ば 塩化 アン モニ ウム が 含ま れ て いる こと が 報告 され て 
いる が 綺麗 な 草 華 物 と し て 多量 た に 得 られ た 例 は 比較 的 少な く , 日 本 で は 大 正 3 年 桜島 大 噴火 の 
際 多 量 た に 得 ら れ た こと と が 報告 され て いる . 


8 So ha oe 

温度 : 360°C の 留 点 温度 計 を 用 いて 測 守 し た . 

pH: JE mMeC HE OWELE. 

Cl: 試料 水 は 酸 性 を 呈す る か ら ま ず 温 め て 硫化 水素 を 追 出 し て 後 モ ー ル 法 で 測 害し た . 

SO4: 塩化 バリ ウム に よ つ て 硫酸 ベリ ウム の 沈殿 を つり 比 潟 法 で 定量 し た . 

HzS: 試料 水 に 談 酸 カド ミウ ッ ウム の 抄 濁 液 を 加え 生じ た 硫化 カド ミウ ッ ウム の 沈殿 を 汽 別 し , 沈 
殿 を ろ紙 ご と 三角 フラ スコ ュ に 移し レ ョ ウ 素 の ョ ウ 化 カリ ウッ ウム 水深 液 と 塩酸 を 加え 残っ つた = 
ウ 素 を チオ 硫酸 ナトリウム で 滴定 し た . 

SO2:  ABIKIC-EROS7 ROSY (LAV VY ARMS MZ Boks 7 HE FTHMS I 
リウ ム で 滴定 し て ョ ヨッ 素 消費 量 を 求 あ め , これ より 硫化 水素 た 基 因 する ョ ッッ 素 消費 量 を 差 
aN - 

S: 試料 水 を 塩酸 と 塩素 酸 カ リウ ム の 混合 物 で 酸化 し て イオ ウッ を 硫酸 た に か 次 , Bice 
に 塩化 バリ ウム を 加 を て , 硫酸 バリ ウッ ウム の 沈 殿 を つく り 種 量 し て こと これから. HS, SO. が 

。 酸化 さ れ て 生じ た 硫酸 に 基 因 する 量 を 差引 いて 求め た. この イオ ウッ は つぎ の 反応 で 生じ 
た イオ ウッ と 考え られ る の で 
2H2S+SO; = 2H:0+3S 
この 式 に し た が つて S を SOz, HS に 換算 し , これ を それ ぞ れ 先 の HLS, SO. の 値 に 
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Mz 7c. 

Na, K: REPKE LOCSELE. 

Fe: a, @-YEVINAE AY, HAE CEEBLE. 

Br: 塩化 アン モニ ウム 100mg を 水 20 m7 に と か す . COMAPADILALCRE LOR 
We 50m/ と する . その 中 10m] を 白金 皿 に とり 2N NazCOs 5 m/ を 加 % water 
bath | CARI LEICRALT7T VE=q7RRBERESES. 残 湾 を 水 に た と か す . RK 
物 は 汽 過 し て 除き CaCO; の 共存 下 で Ca(C10)。 で 酸化 し て 臭素 を 臭素 酸 た に か を , AH 
の Ca(CIlO)。 #iemeY — x COUCH HCl BELO KI を 加 へ , 臭素 酸 に こ ょ つて 酸化 
され て 遊離 し た ョ ウッ ウ 素 を 0.001N NazS20s Cite LX. 

r: FLDT YE=T7TRBBSERBRALKIC LD LBBB EC Ca(ClO)s で 酸化 し て ョ 
ウツ 素 を ョ ッ 素 酸 に た し, MAO LARRY —-—S CORLL, HU SLOKI を 加え 遊 
離し た ョ ウッ 素 を 0.001N NazSz0s CEL, RRL AVROMERKD, これ より 在 素 
を 差引 いて ョ ッ 素 を 算出 し た . 

B: Mib7 Y*e=VA 50mg を 水 2m/7 に と か し, 濃 硫 酸 10m/, 0.025% カー ミン 硫 


61 # 手 W (この 図 は 桜井 の 原図 より と り , と これ に 噴気 孔 の 温度 を 記入 し た も の で ある ) 
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e: NH,Cl  Sublimate あり 


第 3 図 妙高 が 岳 斜 面 の 温度 分 布 
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酸 深 液 10 m7 を 加 へ , MRLs 
時 色 を 光電 上 比 色 計 で 測定 し た . 
尚 ガ ダス の 組成 は 現地 で ヘル デン を 
FAVS CAST Lie. ¥ POWRARTK IRE 
7 AG 3 Ae BE LES AM CH 
RLE4OGHS. 


$3. 調査 結果 

岩手 出山 頂 附 近 た お ける 噴気 孔 の 
位置 は 第 1, 2- 図 に 示す 通り で あ 
る . 最も 高温 の 噴気 孔 は 火口 底 ( 御 
2) tPRKAD EWR HONMICS SOM, この 中 で る も 妙高 が 岳 斜 面 に と ちあ る も の は 第 3 図 に 示 
す 通 り 噴 気 地 帯 の 面積 も 広く 9m 80cm 間隔 に 精細 に 地 中 温 度 を 測定 し た 結果 最高 温 部 は 
360°C を 越え る こと が 判明 し た , 一 般 た に た 100°C 附近 の 温 庶 を 示す 噴気 孔 に は 多量 の alunogen, 
halotrichite, sulphur 等 が 析出 し て いる が 144~205°C を 示す 噴気 孔 に は 塩化 アン モニ ウム 
が 箕 華 物 と し て 多量 に 生長 し て いる の が みみ られ る . 

この 笑 華 物 を 分 析 す る と 99.4~99.9 が NHC] で きわ め て 純粋 で ある . 不純 物 と し て は 
KR 0.14~0.21% 27% 0.0008  . 水 た 不溶 物 0.1 等 が 含ま れ て いる . 


火口 底 の 183°C を 示す 噴気 孔 に お ける 塩化 アン モニ = 


ウム の 結 品 ( 岩 塊 に 真白 い 結 品 と な つて 附 着 し て いる ) 
と 塩化 アン モニ = ウッ ム を 合 む 熱気 


第 1 表 岩手 火山 産 塩化 アン モニ = ウム 


Moret Non £2 No. 3 : B2e 東 岩 手 山 山頂 噴気 の 化学 組成 
ee, 妙高 が 岳 
採 取 4G | 1960.7.27 1960.9.29| 1960.9.29 NKR | 東側 斜面 
御 室 | 御 8 | 妙高 が 岳 の yt A 1960.9.30 1960.9.29 
REBUM oki koeaien = 
MES FLEE (°C)| 205 184 144 噴気 孔 温 度 で C) | 183 144 
Cl- {(%) 65.9 66.1 66.3 気 温 CC) | 20 14 
NH,+ (%) 33.5 33.4 33.6 Hz20 (vol%) 98.2 98.3 
SO." (%) 0.0 0.0 0.0 CO; (vol%) 1.84 1.46 
Br- _(%) 0.15 0.21 0.14 H2S (vol%) 0.117 0.109 
{= (%) eas 0.0003 0.0003 SO; (vol%) 0.152 0.0817 
B (%) 0.000 0.000 0.000 HCl (vol%) 0.0185 0.0376 
Br/Cl 0.23 x 10-20.3210-20.21x10-2 = NHACl (vol%) 0.00167 0.00181 
水 に 不 浴 物 | 0.1 0.1 0.1 その 他 (vol%) 0.0390 0.00981 
水溶 液 の pH 約 5.5 


塩化 アン モニ = ウッ ム に つい て の 理論 値 : 
NH,+ 33.7%, Cl- 66.3% 


ed 野口 喜 三 雄 ・ 上 野 精 一 ・ 一 同 雅 巳 ・ 後 藤 達 夫 


3H 東 岩 手 山 山頂 噴気 の 北 縮 水 の 噴気 の 組成 は 第 1 表 の ご と く で あぁ つて 水 
ee 分 が 98% % Hd, この 外 に COz, HeS, SO, 
(“ 8 | ETE | PETE 
K A) BRR) BES HCl, NHjCl ¥e epee arses Vie 
Ye Glee 19 “Ta ashe . 2, a et = 
al a 60.9.30 1960.9.29 1960.9.29 = OWE ds STORK (CE MIRE 2 
WER FLTE KE (CC) 183 144 | 143 : 
| | =e > YES We Hoi 4ee 
oH x fee ie 表 の 通り で ある . 凝縮 水 は p 強酸 
酸 jee (N) 0.0796 0.0202 0.0415 性 を 示し , 塩酸 の 含量 が きわ め て 多く Cl 
HS mo O24 47 
2 =hizov» te HS, SO 
SO, (mg/l). ~| ~143 297 130 bmg CRL HS GT 
SOZ-(mg/l) | 5.4 | 1.0 ree! DE, HEBREDDODTDW. TVYt=7 
Cl- (mg/l) 2876 784 1540 た 
| st Ee ge ,NH«t & UT 12~18meg/l & 
Br- (mg/l) BO Pre 0.5 は 比較 的 多く ee Ee aie 
I- (mg/l) a ba 0.3 0.36 AC 
B (mg/1) 0.0. Ss ce. 040 0.0 
Na+ (mg/J) 2°38) Wot 2.03 
K+ (mg/l) 0.16 | 0.43 0.36 
NH,+ (mg/l) 16.2 18.4 12.0 
Fe2+ (mg/l) 0.10 0.39 0.36 
x 献 


1) 楼 井 広 三郎 : 震 予 報 44, 5~62 (1903). 
2) “RFE” 岩手 山 壱 万 講社 (1920). 

3) 日 本 噴火 誌上 編 159~163. 

4) 今村 明 昼 : 学芸 雑 , 35, 614 (1918). 
5) 地震 , VII-(4). 221 (1953). 
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〇 学会 消息 

第 5 巻 第 2 号 に 報告 され て いる ごとく, 1961 年 に 
42V—iewWC, BRAKWSS LAV) Ovvy 
ポジ ュー ム が 開催 され る こと と な つた . 最近 IU. 
G.G. の 事務 総長 より 本 件 に つい て 次 の よう な 連絡 
が あつ た . 


Symposium on Ignimbrites and 


Hyaloclastics. 


This meeting, to be convened by Professor 
Rittmann, will be held in Catania, Sicily, from 
September 15 to 24, and will include field ex- 
The 


topics covered will deal with fundamental pro- 


cursions as well as scientific sessions. 


perties of the rock types, as well as with the 
obvious applications to human welfare in vol- 
canic regions. Six speakers are being invited. 
The papers will be published in full in the 
Bulletin Volcanologique, but in addition, it is 
proposed to include the summaries and discus- 
sions in an IUGG Monograph, edited by Profes- 


sor Penta. 
太平 洋学 術 会 議 開 催 に つい て 

1961 年 8 月 21 日 か ら 9 月 6 日 まで の 期間 , ホ ノ 
ルル 市 へ ワ イ 大 学 に お いて , 第 10 回 太 平 洋 学術 会 
議 (Tenth Pacific Science Congress) が 開催 され る 
FE CHS. 

と の 会 議 は 農学, AMFBLOHARS, 植物 学 , 
動物 学 お よび 紅 虫 学 , 林 学 , 地理 学 , 地球 物理 学 , 
公衆 衛生 お よび 医学 等 に 分 れ て お り , 各々 が また い 
くつ か の 専 問 に 分 けら れ て いる . 

地球 物理 学 の 中 の Solid Earth Scieces の 分 野 で 
は 次 の よう な Symposium 題目 が 挙げ られ て いる .・. 

Division of Solid Earth Sciences 
Dr. Gordon A. Macdonald 
(Dept. of Geology and Geo- 
physics, Univ. of Hawaii, 


Organizer: 


Honolulu 14, Hawaii) 

1) Pacific Island Terraces: Eustatic ? 
Convener: Dr. R.J. Russell, Louisiana 
State Univ., Baton Rouge, 
Lousiana 
2) Tsunamis 

Convener: Dr. W.G. van Dorn, Scrip- 
ps Institution of Oceano- 
graphy, San Diego, Cali- 
fornia 
3) Topography and Sediments of the Pacific 
Dr. E.L. Hamilton, U.S. 


Navy Electronics Labora- 


Convener: 


tory, San Diego, California 
4) The Earth’s Crust in the Pacific Basin 
Dr. E.J. Robertson, Dept. 


of Scientific and Industrial 


Convener: 


Research, Wellington, New 
Zealand 
5) Volcanism and Plutonism in Relation to 
Types of Crustal Deformation 
AW A 
な 会 期 後 ヘ ワ イ 島 に 一 般 向 き の 見 学 旅行 が , へ 
ワイ 和 島 宗 よ び マ ッ イ 島 へ 地球 物理 学ぶ および 地理 学 的 
な 見 学 旅行 が 計画 され て いる . 
より 詳細 を 知り 度 い 方 は 下記 に 申込 め ば Circular 
of Information を 送付 し て 呉れ る は ず で ある .・. 
Mr. Harold J. Coolidge 


Secretary-General 


Convener: 


Tenth Pacific Science Congress 
Bishop Museum 
Honolulu 17, Hawaii, U.S. A. 

私 費 で と の 会 議 に 参加 を 希望 され る 方 も , HAF 
術 会 議 内 太平 洋学 術 会 議 委 員 会 (委員 長 日 高 孝 次 ) 
に 申込 む な こ と に な つて いる - ホブ ルル 滞在 中 は 大 学 
容 宿舎 基 の 他 に 宿泊 出来 る の で , 1 泊 2 食 付き で 5 
$ 程 度 で すむ 予定 で ある . (AR A) 
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定価 1 部 金 300 円 
mene 日 本 KW 学 会 
(東京 大 学 地震 研究 所 内 ) 


$$ 


ASH AA AH 500 PAIR CHM RLOT IEPA FAR KUL 
学会 宛 御 申込 み 下 さい 


』 (振替 品 座 東京 22 2 2 9) 
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